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内 容 梗 概

このほど日立製作所ぺは1zGc帯の全トランジスタ化マイクロウエーブ無線機を開発し,これにMT--6003

形仝トラソジスタ化多重搬送端局装匿およびクロスバ交換機を組合わせて阪神電鉄株式会i【二に納入し,侮日-一元

【1り`間に務用電話回線を構成した｡

ここでは多重搬′i即齢.)紫紺こついて,佃こ分岐そう入および回線監視に甘点をおいて述べた｡

1.緒 言

最近マイクロウエーブ多重通信に使川される電波は,次第に高周

波常に移行L,現在では12Gc帯が開発されている｡このほど日立

作製所では業易郎こさきがけて,阪神電鉄株式会社梅田(大阪)･う付町

(神戸)閃に60通話路方式の12Gc帯全トランジスタ化無線通信設

備を納入した｡多重搬送装置としてほ,主回路はすでに各所に納入

Lた2Gc帯または7Gc帯のものと本質的な差異はないが,分岐

そう入方式,ならびに回線監視方式について粍々考
､

-てれへノーオ仏力

り,回線別の監視を行うことにより回線の利用率を高めている｡

2.回 線 構 成

第1図に示すように梅田一元町間に尼崎,西宮の2中継局があり,

各局間にほそれぞj~t独立の直通回線が構成され,交換方式の簡馴ヒ

および通話品質の向上が図られている｡

3.分岐そう入方式

分岐そう入方式(1)は衆知のとおF)一般に第2図に示すように(a),

(b),(c)の3

(a)は現在

類がある｡各方式はそれぞれ利害得失があり,

も一般的に用いられている方式で,回線構成の自由度

は大きいが,通過折渡器の数が多く,伝送特性を悪ぐ〕~るのみなら

ず,少数通話路を分岐する場合には経済的に好まLくない｡(b)は

装跨が簡榊こなるが,分披した帯域は下部で使用できず,伝送周波

帯の利用率が悪い｡(c)ほ折渡器の数も少なく周波数の利用率もよ

いが,高周波の帯域阻l仁折渡器の設計が困難で,周波数配列を特殊

なものにしなければならない｡今回の回線は通話路数が比較的少な

く,中継局数も少ないので上記(b)のリーク中継方式を採用した｡.

一般通話は弟3図に示すように,Gl～G3(8′､しノ160kc)帯域にて必要

通話路を構成し,G4,Gsの帯域ほ将来の増設あるいは別方向への

分岐などの場一合l･こ使用できるよう予備帯域として確保した｡回路系

統図を第4図に示す｡保守用打合せ通話は各局とも0.3～1.8kcの同

一帯域を使用し,リーク方式にて分岐そう入を行っているので,4

局同時通話が可能である｡なお,将来尼崎局より別方向へ分岐を行

う場合を考慮して,打合せ回線は尼崎局にてT分岐が行えるよう準

僻してある｡このT分肢もリーク方式によるもので,信号の因り込

みによる近端漏話の抑圧には十分考慮が払われている｡

*
阪神電気鉄道株式会社電気部

**
‖立~製作所戸塚工場
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4.回線監視方式

4.】監視の 目 的

一般に無線用線は有線珂練に比Lて,フ

ェーディングによる瞬断あるいは無線機の

予備機切替時の回線断などの全通話路断線

が発生する~叶能性が多い｡多重回線のダイ

ヤル信号方式としては通話帯域外1周波無

通話時送目方式が広く行われているが,こ

の場合,卜~]線が断になると交換秩は着信状

態になる.-_)したがってマイクロ回線瞬断の

場所には,全通話路同帖

†円状態になり,入セレクタいっせい復旧の

ためヒューズの熔断により交換機の動作に

支障な及ばすことがある｡また,この障告

時に加入者が中継線を捕捉しても応答が得

られず無効捕現になる｡これちの障パな防

1卜㌻るためにIl了1線軋祝が必要となる√-.

4.2 監 視 区 間

本回線の中継区間は3区間であるが,各

局相互のi｣1二通M線ほ4C2となり6組ある｡

回線の障書範州をできるだけせばジ〕るため

に今回は一獅子i二通区間ごとに監視を行った｡

4.3 障害の監視および回線の閉そく

障実の検i_1_lほすべてパイロット電流な使

用し,各局ごとに特定の川波数を1粧†1て,

スパソ別の閉そくを行わせた｡

4.3.1交換機いっせい起動,復旧の

防止

受一言パイロッl､晰に上り交換機をメー

クビジーするが,回線断の場合は†.て矧析

とパイロット断は時間的にほほ同時であ

るため,信号受信回路はリレーグループ

で約30ms遅延させ,この間に交換機を

メークビジーさせている｡フェーディソ

グによる連続的な1瞬断に対してはいちい

ち応動しないように,回線復Il-1の場合パ

イロット復旧後2･～5抄でメークビジー

を解くように時定数Ill】路を持たせた′ノ

4.3.2 加入者無効捕捉防止

障害区間の下位局は前記▲3.1項の動

作により閉そくされるが,上苗局でほ障

害を検知できず,加入者が障害回線を捕

捉するおそれがある〕

これを防ぐため,通常下位局より上位

局向けのパイロ､ソトを切断し上位局の閉

そくを行うが,この場合上位局にても同

様の機能を持つ必要があるため1ご位局向

8ナのパイロットを切断し,相互にロック

され,回線復旧後も解けなくなる｡これ

を解くため普通時分割法により回線復旧

を検Hしていたが,複雑なリレーグルー

プを必要とするため,今回は回線障子手を

.l一二位局に伝達するために別の情敵,すな
わち無線機のスケルチ動作を利用する→

種の周波数分割法を採用したのできわめ
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て簡｢il･な川路r･さ障割~ズニ川上位ん.),~F位んj〕の即時同時聞そく,同時

復旧が~可能となった｡

5.無人局遠方監視

元町局は無人局でふり保守一帯が時々巡l州呆ノ､■J:をする相生なので,

隣接の軌･ご∫局で監視するし.監視項旧ほ下記の4項｣iで各々にパイロ

ットを1周波ずつ与え,そのイ∫無=こより常宜パ㌃祝するノ

(1)1片虹線機使用小

(2) 2り■無税機使用小

(3)電源故障

(4)交換隣故障

これらは西宮端パのジャック盤にランプ ホされるほか,押出‖)

機械∃;より数百メートル離れた保`､伴ほiにも並列美′J二さJIZ).-′

&:鴎 器 性 能

d.1概 要

lIJ′二て製†′ド所でほ11しく71､ら多ノ下端んi)のトランジスタ化とメカニカル

フイ/L/タの採Jllによるi･誓i;/tの小形化を行い,fl/用Ⅰ34年始めにCCITT

規格に準拠したわがl二郎ほ初の60通詔路4トランジスタノ杉聾紺亡を)≡

成して国イj-鉄道(2),電力会社などに多数納入し/てきた-./H=】のMT

-6003形崩局装置はこれらの経験をもとに改良し,さらにl拍.手己の分

岐そう入と監視機能せ付加して宗成Lたものである二

d.2 構 造

舞5,る図に本装腔の外観を′Jミす｡本葉眉ほ現地砧隼M粁汗1

リ,高さを約2,500mmに_bさえる必要がふったの~′フ,矧J′■トh式

はβ毒さ2,510mnl,幅520mnl,奥行225111nlとしじノ

標準きょう休より■て:占さが低いので60CH乍~美装にした場ハは2架

となるが,今回は回線数が少ないので糾‖)1架に収容した｡トラン

ジスタ回路はすべてプリント配線板で構成され,プラグイン隅造に

よりきょう附こ実装されている｡

d.3 性 能

(1)線路周波数(弟7,8図参照)

一般通話路
8～264kc

通.;-1路 0.3､1.8kc

監 配 電 流

局 監 視 2.5,2.8,3.1,3.4,3.7(jl脂)kc
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第7図 周披数配列図
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速力l監視

品叫.｢Ⅲ友数帯域

1′=弓区1監視`暮=E流系統図

4.3,4.6,4.9,5.21くC

3りn､3,400c/s

総合,i8受(.~;],.錮封謝け性CCITT規桁の3/5以f

湘
,iII

遠 端 漏 詔 65dB以上

近 端 漏 話 50dB以上

(5)端局裳腔,無朋髄潤削り誹りレベル

端振川-け)レベル ー25dBm/CH

端局入力レベル
ー15dBm/CH

監視電流レベルほ打合l叶線レべ′レより18dB低い｡

(6)音声入出力レベル

4W-S
-8dBm

4W-R OdBm

(7)r.~二i-け 方 式

通.瀞帯域外1川渡無通.溝‖寺送目方ぺ

打合せ適.さ.キはスピーカ呼出

(8)-椎

装躍雄和惹紬妬こて430PW以~F(S/N63.8dB以上)

(9)
′1一′

l払

ll:l二流24V約5A(60瓶詰路仝美装の場合)

7.結 言

12Gc回線ほ比較的近距灘の市外交換系の網状中継湖心多いよう

である.∴木矧-■′亡はこの回線の線路の瞬酌Hこよるlけ放防止,rl〕 利線

用率の鉦ヒ引受lったもので,現地の動作机_lく,今後このノブノ℃が多

く要求されるであろう｡

終r)に,本装置の-設計,製作に終始ご指導をいただいた阪神電鉄

抹式会社常務取締役野[_仇忠二郎氏,電気部長瓜矧旬一1qよじめ関係

計釦･こ厚く謝意を表する次第である｡
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